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第
五
回
目
と
し
て
、
大
江
通
直
の
作
文
会
へ
の
出
席
が
資
料
的
に
確
認
で
巷

る
の
は
、
長
和
四
年
（
一
〇
一
五
）
十
月
十
七
日
の
皇
太
后
宮
（
彰
子
）
に
お

け
る
そ
れ
で
あ
る
が
、
そ
の
時
に
彼
は
序
者
を
つ
と
め
て
い
る
。
当
時
、
彼
の

年
齢
は
六
十
三
歳
前
後
で
あ
っ
た
と
想
定
さ
れ
、
．
官
職
は
文
章
博
士
で
あ
り
、

位
階
は
従
四
位
下
に
至
っ
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。
そ
の
年
齢
と
い
い
、
そ
の
官

，
位
と
い
い
、
通
直
は
、
儒
者
と
し
て
も
文
人
と
し
て
も
、
す
で
に
「
長
老
」
の

立
場
を
確
保
し
て
い
た
ら
し
い
。

 
と
こ
ろ
で
、
そ
の
同
じ
長
和
四
年
の
こ
と
で
あ
る
が
、
第
五
回
目
の
そ
れ
の

．
二
個
月
ほ
ど
後
の
十
二
月
四
日
に
、
同
じ
皇
太
后
宮
の
上
東
門
第
に
お
い
て
、

一
条
天
皇
第
三
皇
子
・
敦
良
親
王
（
の
ち
の
後
朱
雀
天
皇
）
の
読
書
始
め
の
儀
式

が
と
り
行
な
わ
れ
、
そ
の
後
で
作
文
会
が
開
催
さ
れ
て
い
る
〈
『
日
本
紀
要
』
9

 
『
御
堂
関
白
記
」
 
『
小
右
記
』
〉
。
勿
論
、
 
「
長
老
」
の
儒
者
と
し
て
、
．
ま
だ

文
人
と
し
て
、
通
直
は
そ
れ
に
参
加
し
て
、
今
度
は
題
意
を
つ
と
め
て
い
る
の

で
あ
6
が
、
こ
れ
が
、
通
直
の
作
文
会
へ
の
出
席
が
資
料
的
に
確
認
で
き
る
第

六
回
目
の
そ
れ
と
な
る
。

 
当
肝
の
読
書
始
め
に
は
、
そ
の
博
士
と
し
て
式
部
大
輔
・
藤
原
広
業
が
任
命

さ
れ
て
、
 
『
御
注
三
三
』
が
講
じ
ら
れ
た
。
そ
し
て
、
そ
の
後
に
作
文
会
が
開

催
さ
れ
、
ま
ず
、
文
章
博
士
の
通
直
が
左
大
臣
の
道
長
に
召
し
出
さ
れ
て
詩
題

を
献
ず
る
こ
と
に
な
っ
た
と
い
う
。
 
『
小
右
記
」
 
〈
同
日
条
〉
に
よ
る
と
、
当

日
の
「
上
達
部
」
の
参
加
は
左
大
臣
・
道
長
（
五
十
歳
）
以
下
の
十
八
名
で
あ

っ
た
と
い
う
が
、
「
そ
れ
ら
を
、
 
『
公
卿
補
任
』
〈
長
和
四
年
条
〉
に
列
挙
す
る

二
十
七
名
（
た
だ
し
、
こ
の
う
ち
、
中
納
言
の
藤
原
隆
家
は
大
宰
権
帥
と
し
て

赴
任
中
。
）
と
照
ら
し
合
わ
せ
て
み
る
と
、
そ
の
ほ
と
ん
ど
が
当
日
に
は
出
席
し

て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。
左
大
臣
の
道
長
の
ほ
か
に
は
、
大
納
言
の
道
綱
・
実

資
ふ
権
大
納
言
の
斉
信
・
頼
通
・
公
任
、
権
中
納
言
の
俊
賢
・
行
成
・
懐
平
・

教
通
・
触
発
・
隠
里
・
実
成
、
参
議
の
道
方
・
駅
員
・
量
定
、
非
参
議
の
憲
定

・
能
信
が
そ
の
場
に
顔
を
そ
ろ
え
て
い
た
と
い
う
。
そ
の
点
か
ら
し
て
も
、
当

日
の
作
文
会
が
、
ま
こ
と
に
盛
大
な
催
し
物
で
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
が
わ
か
る
。

 
同
じ
く
『
小
右
記
』
に
よ
る
と
、
当
日
に
、
「
文
人
」
と
し
て
招
か
れ
た
の

は
、
計
十
名
で
あ
っ
た
と
い
う
。
四
位
の
善
導
為
政
・
大
江
通
直
・
船
室
如

正
、
五
位
の
藤
原
輔
男
・
同
敦
信
・
大
江
挙
周
・
藤
原
章
信
・
同
義
忠
、
そ
れ
．

に
、
文
章
得
業
生
の
藤
原
国
成
と
文
章
生
の
平
定
親
で
あ
っ
た
と
い
う
。
こ
の
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う
ち
、
藤
原
氏
が
半
分
の
五
名
を
占
め
て
い
る
こ
と
が
と
く
に
注
目
さ
れ
る
が

（
当
日
の
読
書
始
め
の
博
士
に
任
じ
ら
れ
、
ま
た
、
そ
の
後
の
作
文
会
に
講
師

役
を
つ
と
め
て
い
る
広
業
も
藤
原
氏
で
あ
る
。
）
、
大
江
氏
も
、
通
雲
と
挙
周
（
匡

衡
の
男
）
の
二
名
が
選
ば
れ
て
い
る
。
ほ
か
は
善
重
氏
と
平
氏
と
が
一
名
ず
つ

で
あ
る
（
な
か
に
菅
原
氏
が
一
名
遇
選
ば
れ
て
い
な
い
こ
と
も
注
目
さ
れ
る
。
）
。

 
こ
の
「
文
人
」
旧
名
の
選
定
は
、
 
『
御
堂
関
白
記
』
に
、
 
「
皇
太
后
宮
二
参

ジ
テ
、
三
宮
ノ
御
書
始
メ
ノ
博
士
・
文
人
等
ヲ
相
定
ム
。
」
〈
長
和
四
年
十
一

月
二
十
八
三
条
〉
と
か
、
「
御
文
初
点
ノ
文
人
等
ヲ
定
メ
テ
、
庶
政
（
皇
太
后

宮
大
進
）
二
審
ス
。
」
 
〈
同
年
十
二
月
二
日
条
〉
と
か
と
あ
る
よ
う
に
、
道
長

自
身
に
よ
っ
て
も
っ
ぱ
ら
な
さ
れ
た
ら
し
い
。
そ
う
だ
と
す
る
と
、
道
長
に
よ

っ
て
選
ば
れ
た
こ
の
「
文
人
」
十
人
は
、
当
時
の
漢
文
学
壇
を
代
表
す
る
人
物

た
ち
で
あ
っ
た
と
い
う
ば
か
り
で
は
な
く
、
幽
比
較
的
に
道
長
と
の
距
離
が
近
か

っ
た
人
物
た
ち
で
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
も
指
摘
で
き
そ
う
で
あ
る
。

 
そ
の
よ
う
な
当
日
の
「
文
人
」
十
人
の
な
か
に
、
ま
さ
し
く
通
客
は
選
ば
れ

て
い
る
の
で
あ
る
。
し
か
も
、
四
位
の
「
文
人
」
令
名
の
う
ち
の
一
人
と
し
て

選
ば
れ
、
あ
ま
っ
さ
え
、
そ
の
作
文
会
の
た
め
の
詩
題
を
献
じ
る
こ
と
を
命
ぜ

ら
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
さ
き
に
、
そ
の
年
齢
（
六
十
三
歳
前
後
〉
と
い
い
、

そ
の
官
位
（
文
章
博
士
で
従
四
位
下
）
ど
い
い
、
当
時
の
通
直
は
、
儒
者
と
し

て
も
文
人
と
し
て
も
、
す
で
に
「
長
老
」
の
立
場
を
確
保
し
て
い
た
ら
し
い
、

と
述
べ
た
が
、
こ
の
よ
う
に
、
彼
が
当
日
の
「
文
人
」
の
代
表
に
選
ば
れ
て
い

る
と
い
う
事
実
は
、
そ
の
推
測
の
可
能
性
を
客
観
的
な
側
面
か
ら
補
強
し
て
く

れ
る
に
違
い
な
い
と
思
う
。

 
当
日
の
通
直
は
、
道
長
か
ら
献
題
の
命
を
う
け
る
と
、
し
ば
ら
く
し
て
、
、

「
先
朝
ノ
第
三
皇
子
ノ
初
商
テ
御
意
孝
経
ヲ
読
ム
凸
面
ス
 
（
侍
風
先
朝
第
三
皇

子
初
志
二
御
注
孝
経
一
）
」
 
〈
『
御
堂
関
白
記
」
同
日
条
〉
と
い
う
詩
題
を
献
じ

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
む

た
と
い
う
（
な
お
、
 
『
小
右
記
」
 
〈
同
日
条
〉
に
は
、
そ
の
詩
題
を
、
「
聴
三
巴

朝
第
三
皇
子
読
二
御
互
孝
経
二
に
作
る
。
）
。
言
う
ま
で
も
な
く
、
 
「
先
朝
」

と
は
、
一
条
天
皇
を
指
示
す
る
言
葉
で
あ
る
。
そ
の
詩
題
が
岩
登
に
よ
っ
て
献

じ
ら
れ
た
あ
と
、
道
長
は
そ
れ
を
、
 
「
上
達
部
」
・
に
改
め
て
「
下
見
」
さ
せ
た

と
い
う
く
『
小
右
記
」
〉
。

 
丁
霊
に
は
、
内
蔵
権
頭
の
善
滋
為
政
（
彼
も
ま
た
、
通
直
と
と
も
に
当
日
に

招
か
れ
た
「
四
．
位
」
の
文
人
の
一
人
で
あ
る
こ
と
に
注
意
。
）
が
、
同
じ
く
道

長
の
命
に
よ
っ
て
選
ば
れ
て
、
そ
の
任
を
果
た
す
こ
と
に
な
っ
た
と
い
い
、
ま

た
、
 
「
属
文
ノ
上
達
部
・
殿
上
人
・
文
人
等
」
〈
『
小
右
記
』
〉
が
そ
れ
ぞ
れ

作
文
を
献
じ
た
と
い
う
。
講
師
に
は
、
式
部
大
輔
の
広
業
（
当
日
の
読
書
始
め

の
博
士
）
が
兼
ね
て
任
ぜ
ら
れ
、
ま
ず
序
文
が
読
ま
れ
、
次
い
で
「
下
臨
」
の

詩
か
ら
披
講
さ
れ
た
と
い
う
く
同
上
〉
。

 
と
こ
ろ
で
、
当
日
の
作
文
会
に
つ
い
て
、
，
『
小
右
記
」
 
〈
同
日
条
〉
の
中
に

興
味
深
い
記
述
が
見
え
る
。
そ
れ
は
、
 
「
今
日
、
才
無
キ
ノ
卿
相
．
雲
上
ノ
侍

臣
ノ
作
文
ア
ル
ハ
、
奇
ト
ス
ル
ニ
足
ル
。
奇
ト
ス
ル
ニ
足
ル
。
国
語
・
無
才
ハ

人
ノ
知
ル
所
ナ
リ
。
序
及
ビ
両
三
ノ
詩
二
竜
楼
ノ
句
有
ル
ハ
、
震
害
ヲ
揮
カ
ラ

ザ
ル
高
温
タ
リ
。
呼
乎
（
あ
あ
）
、
呼
乎
。
」
と
い
う
一
文
で
あ
る
。
当
日
の

作
文
会
が
盛
大
な
催
し
物
で
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
は
す
で
に
述
べ
た
が
、
そ
れ

に
「
上
達
部
」
の
一
人
と
し
て
参
加
し
た
大
納
言
の
博
多
は
、
以
上
の
よ
う
な

感
想
を
記
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

 
ま
ず
、
当
日
の
そ
れ
に
は
、
 
「
漢
才
」
の
な
い
「
卿
相
」
 
「
雲
上
人
」
ま
で

が
詩
を
献
じ
た
と
い
う
非
難
で
あ
る
。
そ
れ
が
一
つ
。
勿
論
、
そ
れ
ら
の
人
の

詩
は
、
実
資
に
と
っ
て
は
見
聞
す
る
に
耐
え
ら
れ
な
い
出
来
で
あ
っ
た
に
違
い
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な
い
が
、
こ
こ
で
彼
が
「
無
・
才
卿
相
・
雲
上
侍
臣
」
と
言
っ
て
い
る
の
は
、

恐
ら
く
は
、
大
納
言
の
道
義
な
ど
の
こ
と
を
具
体
的
に
指
し
て
い
る
の
で
あ
ろ

う
。
と
い
う
の
は
、
落
去
は
と
く
に
道
綱
に
対
し
て
、
そ
の
「
漢
才
」
の
な
い

こ
と
を
、
 
「
僅
カ
ニ
名
字
ヲ
書
ス
ノ
ミ
ニ
シ
テ
、
 
＝
一
ヲ
知
ラ
ザ
ル
者
ナ
リ

（
僅
書
二
名
字
一
、
不
レ
知
一
二
二
一
者
也
。
）
。
」
〈
『
小
右
記
』
長
徳
三
年
七
月
五

日
熱
〉
と
か
、
 
「
一
文
不
通
ノ
人
」
〈
同
上
・
寛
仁
三
年
六
月
十
五
二
条
〉
之

か
と
言
っ
て
非
難
し
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
勿
論
、
こ
の
た
び
の
上
東
門
第
に

お
け
る
敦
良
親
王
の
読
書
始
め
の
儀
式
は
道
長
一
門
の
栄
華
を
寿
ぐ
た
め
の
も

の
で
も
あ
っ
た
か
ら
、
忍
耐
な
ぜ
も
当
然
に
出
席
し
た
わ
け
で
あ
ろ
う
が
、
作

文
会
へ
の
そ
の
彼
の
参
加
を
、
実
資
は
「
漢
才
」
の
有
無
を
基
準
に
し
て
非
難

し
て
い
る
わ
け
で
あ
る
。
作
文
会
の
形
式
化
を
憂
え
る
実
名
の
意
見
で
あ
ろ
う

が
、
注
目
す
る
必
要
が
あ
る
だ
ろ
う
。

 
も
う
一
つ
の
実
資
の
非
難
は
、
当
日
の
作
文
会
の
序
文
及
び
二
、
三
の
小
中

に
「
世
数
」
と
い
う
詩
語
が
使
用
さ
れ
て
い
た
こ
と
に
対
し
て
な
さ
れ
た
も
の

で
あ
っ
た
と
い
う
。
言
う
ま
で
も
な
く
、
実
資
の
そ
の
非
難
は
、
 
「
竜
楼
」
と

い
う
言
葉
が
本
来
、
漢
代
の
皇
太
子
の
宮
門
の
名
を
指
示
す
み
も
の
で
あ
り
、

転
じ
て
、
皇
太
子
の
宮
殿
の
意
味
に
使
用
さ
れ
る
べ
き
も
の
で
あ
っ
た
か
ら
で

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
む
 
 
む

あ
る
（
「
竜
楼
」
の
使
用
例
と
し
て
は
、
「
方
立
ヲ
出
デ
テ
竪
二
問
七
、
虎
閲
記

入
リ
テ
宵
二
歯
ス
。
」
〈
『
文
選
」
王
融
「
三
月
三
日
曲
水
詩
序
一
首
」
〉
が

あ
り
、
そ
の
李
周
翰
注
に
、
．
「
笠
菅
ト
ハ
、
漢
ノ
太
子
ノ
門
名
ナ
リ
。
」
と
あ

る
。
）
。
そ
れ
は
、
皇
太
子
に
か
か
わ
る
言
葉
な
の
で
あ
っ
た
。
と
い
う
こ
と

は
、
確
か
に
、
「
似
レ
不
・
揮
回
忌
同
一
」
と
す
る
実
資
の
言
葉
の
通
り
、
長
和
四

年
十
二
月
四
日
の
時
点
に
お
い
て
、
こ
の
言
葉
を
敦
良
親
王
に
対
し
て
使
用
す

る
の
は
不
都
合
な
こ
と
に
な
る
。
こ
の
時
点
で
は
、
敦
良
親
王
は
い
ま
だ
皇
太
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子
に
は
立
っ
て
お
ら
ず
、
当
時
の
実
際
の
皇
太
子
は
、
兄
の
、
一
条
天
皇
第
二

皇
子
・
構
成
（
の
ち
の
後
一
条
天
皇
）
で
あ
っ
た
か
ら
で
あ
る
。

 
い
ま
だ
皇
太
子
に
は
立
っ
て
い
な
か
っ
た
敦
良
親
王
の
読
書
始
め
の
作
文
会

に
お
い
て
、
そ
の
序
文
と
二
、
三
の
詩
話
に
「
竜
楼
」
と
い
う
詩
語
が
使
用
さ

れ
て
い
た
と
い
う
（
な
お
、
敦
良
親
王
が
九
歳
で
皇
太
弟
に
立
っ
た
の
は
寛
仁

元
年
〈
一
〇
一
七
〉
八
月
九
日
の
こ
と
で
あ
り
〈
『
日
本
紀
略
』
〉
、
こ
の
た

び
の
読
書
始
め
の
お
よ
そ
二
年
後
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
）
。
実
資
の
指
摘
に
よ

る
と
、
当
日
の
作
文
会
に
は
「
無
レ
才
卿
相
・
雲
上
侍
臣
」
が
参
加
し
て
い
た
と

い
う
か
ら
、
 
「
竜
楼
」
と
い
う
詩
語
を
単
純
に
誤
用
し
た
と
も
考
え
ら
れ
な
い

こ
と
は
な
い
。
し
か
し
、
作
者
不
明
の
「
両
三
ノ
詩
」
は
ひ
と
ま
ず
置
く
と
し

て
、
そ
れ
が
序
文
中
に
も
使
用
さ
れ
て
い
た
と
い
う
こ
と
で
あ
れ
ば
、
あ
な
が

ち
単
純
に
誤
用
し
た
と
ば
か
り
考
え
る
わ
け
に
は
い
か
な
い
だ
ろ
う
。
な
ぜ
な

ら
、
当
日
の
序
文
の
作
者
は
内
蔵
権
頭
の
善
滋
為
政
だ
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
彼
．

は
、
大
江
通
直
や
文
対
置
正
と
と
も
に
「
四
位
文
人
」
と
し
て
当
日
の
作
文
会

に
招
か
れ
た
「
有
才
」
の
人
で
あ
り
、
そ
の
彼
が
、
「
無
才
」
の
人
の
よ
う
に

「
竜
楼
」
と
い
う
詩
語
を
単
純
に
誤
用
し
た
と
は
到
底
考
え
ら
れ
な
い
か
ら
で

あ
る
σ
少
な
く
と
も
序
文
の
誤
用
に
つ
い
て
は
、
恐
ら
く
、
道
長
一
門
の
栄
華

を
寿
ぐ
た
め
に
故
意
に
な
さ
れ
た
も
の
と
見
て
間
違
い
な
い
で
あ
ろ
う
。

 
以
上
の
よ
う
な
実
資
の
非
難
を
受
け
な
が
ら
も
、
長
和
四
年
（
一
〇
一
五
）

十
二
月
四
日
の
心
良
親
王
読
書
始
め
の
作
文
会
は
、
き
わ
め
て
盛
大
に
取
り
行

な
ね
れ
、
通
直
は
「
題
者
」
の
大
任
を
果
た
し
た
の
で
あ
っ
π
。
六
十
三
歳
前

後
の
年
齢
で
文
章
博
士
の
官
職
に
あ
り
、
従
四
位
下
の
位
階
に
至
っ
て
い
た
と

思
わ
れ
る
通
直
は
、
儒
者
と
し
て
も
文
人
と
し
て
も
、
す
で
に
「
長
老
」
の
立

場
を
確
保
し
て
い
た
と
見
て
い
い
。
そ
う
言
え
ば
、
二
個
月
ば
か
り
前
の
同
年

（87）
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十
月
十
七
日
の
皇
太
后
宮
（
彰
子
）
に
お
け
る
作
文
会
で
も
、
彼
が
「
垂
耳
」

の
重
責
を
果
た
し
て
い
た
こ
と
を
思
い
お
こ
す
。
当
時
の
通
直
は
、
ま
さ
し

く
、
長
和
元
年
・
（
一
〇
一
二
）
の
匡
衡
の
死
後
の
、
そ
の
大
江
家
の
「
長
老
」

と
し
て
の
立
場
を
確
保
し
て
お
り
、
左
大
臣
・
道
長
と
の
結
び
付
き
に
お
い
て

も
、
か
つ
て
の
匡
衡
が
果
た
し
て
い
た
は
ず
の
役
割
を
文
章
博
士
と
し
て
の
通

直
が
十
分
に
肩
代
わ
り
し
て
い
た
と
見
て
差
し
つ
か
え
な
い
よ
う
に
思
う
。
時

に
、
匡
衡
の
死
後
、
よ
う
や
く
四
年
目
に
あ
た
る
、
そ
の
長
和
四
年
の
歳
も
ま

さ
に
暮
れ
よ
う
と
し
て
い
た
。

 
た
だ
し
、
当
時
の
通
念
と
権
力
者
の
道
長
と
の
結
び
付
き
を
考
え
る
場
合

に
、
今
、
 
一
つ
の
注
目
す
べ
き
事
実
が
あ
っ
た
こ
と
を
以
下
に
述
べ
、
そ
し

て
、
そ
の
こ
と
に
よ
っ
て
、
通
直
が
単
な
る
道
長
の
追
従
者
で
は
な
く
、
か
な

り
独
自
の
見
識
を
持
っ
た
儒
者
・
文
人
で
で
も
あ
っ
た
ら
し
い
こ
と
を
以
下
に

見
て
い
き
た
い
と
思
う
。

 
そ
れ
は
、
長
和
四
年
か
ら
数
え
て
二
年
目
の
寛
仁
元
年
（
一
〇
一
七
）
四
月

二
十
三
日
の
改
元
に
関
す
る
一
つ
の
事
実
で
あ
る
。
長
和
五
年
（
」
〇
一
六
）

・
正
月
二
十
九
日
に
三
条
天
皇
が
譲
位
し
て
、
同
年
二
月
七
日
に
皇
太
子
の
直
通

親
王
が
九
歳
で
即
位
し
た
。
こ
れ
が
後
一
条
天
皇
で
あ
る
が
、
葎
号
の
改
元
は

そ
の
翌
年
の
四
月
二
十
三
日
ま
で
持
ち
越
さ
れ
た
。
年
齢
六
十
五
歳
前
後
に
な

っ
て
い
た
と
想
定
さ
れ
る
文
章
博
士
の
通
直
は
、
五
年
前
の
「
長
和
」
改
元
の

時
に
引
き
続
き
、
そ
の
職
掌
柄
、
こ
の
時
も
再
び
改
元
勘
文
を
上
奏
す
る
こ
と

に
な
っ
た
。

 
と
こ
ろ
で
、
 
『
御
堂
関
白
記
』
 
〈
寛
仁
元
年
二
月
十
一
日
条
〉
に
は
、
 
「
右

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
む

大
臣
（
光
顕
）
ハ
博
士
等
ノ
奏
ス
ル
年
号
勘
文
ヲ
奉
ル
づ
快
ナ
ラ
ザ
ル
ニ
依
リ
、

又
勘
ヘ
シ
ム
ベ
キ
由
ヲ
仰
ス
。
」
乏
あ
り
．
こ
れ
に
よ
っ
て
、
同
年
二
月
十
一

日
ま
で
に
は
文
章
博
士
の
通
直
・
宣
義
な
ど
に
対
し
て
、
道
長
は
す
で
に
改
元

勘
文
を
上
奏
さ
せ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。
つ
ま
り
、
文
章
博
士
の
通
直
は
、

四
月
二
十
三
日
置
二
個
月
ほ
ど
前
に
す
で
に
別
の
改
元
勘
文
を
上
奏
し
て
い
た

と
い
う
の
で
あ
る
。
注
目
す
る
必
要
が
あ
る
だ
ろ
う
。
そ
の
一
度
目
の
彼
の
改
．

元
勘
文
が
ど
の
よ
う
な
も
の
で
あ
っ
た
の
か
、
残
念
な
が
ら
不
明
で
あ
る
が
、

摂
政
の
道
長
は
こ
れ
に
満
足
せ
ず
に
改
め
て
古
文
を
や
り
な
お
さ
せ
た
と
い

う
。
そ
の
二
度
目
の
改
元
勘
文
の
判
定
が
四
月
二
十
三
日
の
そ
れ
と
い
う
こ
と

に
な
る
の
で
あ
る
。

 
『
改
元
墨
焼
部
類
』
 
〈
『
大
日
本
史
料
」
第
二
編
之
十
一
所
収
本
・
以
下
同

じ
〉
に
よ
る
と
、
そ
の
二
度
目
の
改
元
勘
文
の
判
定
は
、
文
章
博
士
の
二
入

（
通
直
と
宣
義
）
と
式
部
大
輔
の
広
業
に
よ
っ
て
上
奏
さ
れ
だ
も
の
を
対
象
と

し
て
行
な
わ
れ
た
と
い
う
。
そ
し
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
勘
文
は
、
宣
義
が
「
永
貞

・
三
徳
・
建
徳
」
、
広
業
が
「
寛
仁
・
天
受
・
地
寧
」
、
通
直
が
「
要
道
・
崇

徳
・
六
徳
・
寛
徳
」
で
あ
っ
た
と
い
う
。
た
だ
、
こ
の
う
ち
の
宣
義
の
そ
れ

は
、
そ
の
前
日
の
二
十
二
日
に
彼
が
死
去
し
て
し
ま
っ
た
の
で
〈
『
改
元
部

類
』
同
上
書
所
底
本
・
以
下
同
じ
〉
、
摂
政
の
頼
通
（
三
月
十
六
日
任
）
の
意

見
、
 
「
故
文
章
博
士
宣
義
朝
臣
ノ
進
ム
ル
所
ノ
勘
文
亀
下
サ
ズ
。
即
チ
其
ノ
斑

文
ヲ
見
レ
バ
、
永
貞
・
淳
徳
・
建
徳
ヲ
載
ス
ル
ナ
リ
。
即
位
ノ
初
メ
ソ
年
号
ハ
、
．

故
者
ノ
勘
申
ス
ル
ノ
文
ハ
忌
ム
可
キ
ナ
リ
。
．
」
〈
『
改
元
部
類
記
」
同
上
書
画

引
本
・
以
下
同
じ
〉
に
よ
っ
て
、
取
り
下
げ
ら
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
ら
し
い

（
勿
論
、
そ
の
二
度
目
の
三
文
は
、
h
長
和
六
年
〈
寛
仁
元
年
〉
四
月
二
十
三

日
、
年
号
ノ
字
ヲ
定
メ
プ
ル
ル
コ
ト
有
り
。
件
ノ
字
等
ハ
、
文
章
博
士
宣
義
・

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
む
 
 
 
ワ
 
 
む
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
む
 
 
む
 
 
 

通
町
・
式
部
大
輔
広
業
朝
臣
等
ノ
、
先
日
択
ビ
上
ル
所
ナ
リ
。
」
 
〈
「
改
元
部

類
」
〉
と
あ
る
と
こ
ろ
に
よ
る
と
、
'
当
日
〈
二
十
三
日
〉
以
前
に
、
す
な
わ
ち

（88）



一
度
目
の
そ
れ
が
返
却
さ
れ
た
あ
と
し
ば
ら
く
た
っ
て
、
そ
れ
も
宣
義
が
死
去

す
る
二
十
二
日
以
前
に
改
め
て
上
奏
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。
）
。

 
結
局
、
通
学
と
広
業
の
無
文
が
判
定
の
対
象
と
な
り
、
な
か
で
も
、
 
「
是
ノ

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
む
 
 
む
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
む
 
 
む

中
、
広
業
ノ
進
ム
ル
所
ノ
寛
仁
ト
淑
髪
ノ
進
ム
ル
所
ノ
寛
徳
等
ヲ
以
テ
吉
ト
為

ス
可
シ
、
テ
ヘ
リ
。
」
 
〈
『
改
元
部
類
」
〉
と
あ
る
よ
う
に
、
広
業
の
「
寛

仁
」
と
通
直
の
「
寛
徳
」
と
が
良
し
と
さ
れ
、
最
終
の
判
定
に
持
ち
こ
ま
れ
た

ら
し
い
。
な
お
、
当
日
の
「
侯
座
」
に
は
、
左
大
臣
の
顕
光
以
下
の
上
達
部
が

こ
と
ご
と
く
参
上
し
〈
『
改
元
部
類
」
〉
、
摂
政
の
頼
通
は
、
 
「
此
ノ
間
二
摂
政

四
望
御
在
所
二
君
ハ
シ
メ
給
ヒ
テ
定
メ
仰
セ
ラ
ル
。
」
 
〈
同
上
〉
と
あ
る
よ

う
に
、
十
歳
の
後
一
条
天
皇
に
近
侍
し
て
い
た
と
い
う
（
当
時
、
従
一
位
の
道

長
は
同
年
三
月
十
六
日
に
摂
政
を
頼
通
に
譲
っ
た
あ
と
、
表
向
き
は
一
応
無
任

官
で
あ
っ
た
か
ら
、
当
日
の
「
殴
書
」
に
は
姿
を
見
せ
な
か
っ
た
ら
し
い
。

『
御
堂
関
白
記
』
の
当
日
条
に
も
、
そ
の
こ
と
に
つ
い
て
一
切
言
及
さ
れ
て
い

な
い
。
ま
た
、
こ
の
よ
う
な
改
元
と
い
う
重
大
事
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
そ
の
前

後
の
二
条
に
お
い
て
も
言
及
さ
れ
て
い
な
い
。
）
。

 
さ
て
、
広
業
の
「
寛
仁
」
と
通
事
の
「
寛
徳
」
と
が
良
し
と
さ
れ
て
最
終
の

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
ロ
 
む

判
定
に
持
ち
こ
ま
れ
た
が
、
 
「
相
共
評
議
シ
定
メ
、
寛
仁
ヲ
以
テ
用
フ
可
キ
ノ

由
（
よ
し
）
申
シ
上
ゲ
了
（
を
）
ハ
ン
ヌ
。
」
〈
『
改
元
部
類
記
」
〉
と
あ
る

よ
う
に
、
 
「
侯
座
」
の
判
定
は
「
寛
仁
」
と
い
う
こ
と
で
決
着
を
み
た
と
い

う
。
た
だ
し
、
同
上
書
に
よ
る
と
、
・
そ
の
決
定
に
対
し
て
、
や
は
り
、
一
つ
の

疑
問
が
提
出
さ
れ
た
ら
し
い
。
す
な
わ
ち
、
 
「
件
ノ
年
号
ハ
一
条
院
ノ
御
古

 
 
 
 
 
 
 
 
 
む
 
 
 

二
、
諦
（
い
み
な
）
ノ
仁
有
ル
ニ
依
リ
テ
冊
ヒ
ラ
レ
ザ
ル
ナ
リ
。
如
何
（
い
か

ん
）
ト
。
」
と
い
う
疑
問
で
あ
る
。
そ
れ
は
、
 
「
寛
仁
」
と
い
う
年
号
の
、
そ

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
む

の
「
仁
」
と
い
う
一
字
が
ハ
今
は
亡
き
一
条
天
皇
の
譲
「
懐
仁
」
に
重
な
り
、
．

『
本
朝
麗
藻
』
全
注
釈
㈲

そ
れ
故
に
そ
れ
を
忌
み
避
け
る
べ
き
で
は
な
い
か
、
と
の
当
然
の
疑
問
で
あ
っ

た
（
一
条
天
皇
は
、
寛
弘
八
年
〈
一
〇
一
一
〉
六
月
二
十
二
日
に
崩
御
。
）
。

 
寛
弘
元
年
（
一
〇
〇
四
）
七
月
二
十
巳
の
改
元
の
時
に
も
、
す
で
に
同
様
の

疑
問
が
提
出
さ
れ
た
こ
と
が
あ
り
、
上
文
の
「
改
元
部
類
記
」
中
に
見
え
た
、

コ
条
院
ノ
御
忌
」
と
は
、
言
う
ま
で
も
な
く
そ
の
時
の
こ
と
を
指
示
す
る
。

『
御
堂
関
白
記
」
や
「
権
記
」
の
同
日
条
に
よ
る
と
、
そ
の
時
に
は
、
最
初
に

「
寛
仁
」
と
い
う
年
号
が
選
ば
れ
た
が
、
■
左
大
弁
の
藤
原
忠
輔
の
、
 
「
仁
ノ
字

ハ
是
レ
誰
ノ
字
ナ
リ
。
之
ヲ
為
ス
コ
ト
如
何
、
ト
。
」
 
〈
『
御
堂
関
臼
記
」
〉

と
い
う
意
見
が
取
り
入
れ
ら
れ
て
、
改
め
て
「
寛
弘
」
が
選
び
な
お
さ
れ
た
と

い
う
（
な
お
、
こ
の
「
寛
仁
」
 
「
寛
弘
」
は
、
と
も
に
当
時
の
式
部
大
輔
・
匡

衡
の
構
文
申
の
も
の
で
あ
っ
た
〈
『
書
幅
部
集
」
巻
中
「
帝
徳
部
」
〉
。
）
。

 
以
上
の
よ
う
に
、
 
「
寛
仁
」
と
い
う
年
号
に
対
し
て
は
寛
弘
元
年
の
改
元
の

際
に
も
す
で
に
疑
問
視
す
る
意
見
が
提
出
ざ
れ
、
そ
の
時
に
は
、
あ
っ
さ
り
と

「
寛
弘
」
に
変
更
さ
れ
て
い
る
。
確
か
に
馬
今
ま
た
、
寛
仁
元
年
の
改
元
に
際

し
て
、
同
様
の
意
見
が
提
出
さ
れ
た
と
い
う
の
は
あ
る
意
味
で
当
然
の
こ
之
で

あ
っ
た
よ
う
に
思
う
。
と
ま
れ
、
そ
の
こ
と
は
一
ま
ず
置
く
と
し
て
、
こ
の

「
寛
仁
」
と
い
う
年
号
は
、
そ
の
ほ
か
に
も
う
一
度
、
過
去
に
問
題
に
な
っ
た

こ
と
が
あ
っ
た
。
そ
し
て
、
そ
の
時
に
は
、
通
直
が
そ
の
問
題
に
大
き
く
か
か

わ
っ
て
い
た
の
で
あ
る
。

 
振
り
返
っ
て
、
長
和
元
年
（
一
〇
一
二
）
十
二
月
二
十
五
日
目
改
元
問
題
の

こ
と
を
思
い
お
こ
し
て
み
た
い
。
勿
論
、
そ
れ
が
、
 
「
過
去
の
も
う
一
度
」
に

あ
た
る
か
ら
で
あ
る
。
す
で
に
述
べ
た
よ
う
に
、
そ
の
時
に
は
、
文
章
博
士
の

通
直
と
宣
義
と
が
連
署
の
上
で
勘
申
し
た
「
大
初
」
 
「
政
和
」
 
「
長
和
」
の
三

年
号
か
ら
、
 
「
長
和
」
が
採
用
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
が
、
そ
の
判
定
の
席
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上
、
．
少
じ
ば
か
り
の
い
き
さ
つ
が
あ
っ
た
。
そ
の
こ
と
を
、
今
思
い
お
こ
し
て
・

 
み
た
い
。

 
 
『
元
秘
別
録
』
 
〈
『
大
日
本
史
料
」
第
二
編
之
七
所
収
本
〉
に
引
く
『
小
右

 
記
』
の
寛
弘
九
年
（
長
和
元
年
）
十
二
月
二
十
五
日
条
に
よ
る
と
、
当
時
の
左

 
大
臣
・
道
長
は
、
こ
の
た
び
の
「
長
和
」
改
元
に
際
し
て
、
内
心
で
は
「
寛

 
仁
」
と
す
る
こ
と
を
強
く
願
っ
て
い
た
と
い
う
。
当
日
に
、
傘
茸
が
左
大
臣
邸

 
に
赴
い
た
と
こ
ろ
、
道
長
が
そ
の
心
の
内
を
明
か
に
し
て
、
「
内
々
二
見
ル
所
、

 
故
ノ
匡
衡
ノ
大
宮
院
（
一
条
天
皇
）
ノ
御
時
二
勘
申
ス
ル
所
ハ
之
レ
寛
仁
・
寛

 
弘
ナ
リ
。
寛
仁
ハ
最
吉
ナ
リ
シ
モ
（
仁
ノ
字
二
諦
有
レ
バ
、
傍
（
す
な
は
）
チ

 
用
ヒ
ラ
レ
ズ
。
彼
ノ
勘
文
ハ
求
メ
出
ダ
ス
能
ハ
ザ
レ
バ
、
件
ノ
寛
仁
ノ
勘
文
ヲ
9

 
勘
申
ス
ベ
キ
ノ
由
寸
度
々
（
た
び
た
び
）
両
儒
（
文
章
博
士
の
通
直
と
宣
義
の

 
二
人
ゾ
ニ
仰
X
ル
モ
、
申
シ
テ
云
フ
、
寛
仁
ノ
文
書
ハ
引
キ
出
ダ
ス
ヲ
得
ズ
、

 
テ
ヘ
リ
。
」
と
言
っ
た
と
あ
る
っ

，
 
以
上
の
一
文
に
よ
っ
て
、
長
和
元
年
の
改
元
時
に
も
「
寛
仁
」
を
め
ぐ
っ
て

 
少
し
く
問
題
が
生
じ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
道
長
は
、
例
の
寛
弘
元
年
の
改
元
時

 
に
A
一
度
「
寛
仁
」
と
い
う
こ
と
で
判
定
を
み
な
が
ら
、
誰
の
関
係
で
改
め
て

 
「
寛
弘
」
が
採
用
さ
れ
た
こ
と
を
思
い
お
こ
し
、
今
度
こ
そ
は
「
寛
仁
」
を

 
と
、
思
い
を
新
た
に
し
て
い
た
ら
し
い
。
そ
こ
で
、
年
号
下
文
に
携
わ
る
文
章

 
博
士
の
通
直
と
宣
義
と
に
圧
力
を
加
え
て
、
 
「
寛
仁
」
の
勘
文
を
奏
上
す
る
よ

 
う
に
し
た
と
い
う
。
本
文
中
に
、
 
「
度
々
 
（
た
び
た
び
）
」
と
あ
る
か
ち
に

 
は
、
そ
の
圧
力
は
一
度
な
ら
ず
加
え
ら
れ
た
と
い
う
こ
と
で
あ
ろ
う
。
そ
れ
に

 
対
し
て
、
通
直
と
宣
義
と
は
、
と
う
と
う
「
寛
仁
」
の
勘
文
を
奏
上
し
な
か
っ

 
た
。
そ
れ
は
、
彼
等
二
人
が
連
署
し
て
、
結
局
、
 
「
大
面
」
 
「
政
和
」
 
「
寛

 
和
」
の
三
年
号
の
連
文
を
奏
上
し
た
こ
と
に
よ
っ
て
も
明
ら
か
で
あ
る
が
、
そ

の
こ
と
は
、
当
時
に
あ
っ
て
、
権
力
者
の
左
大
臣
・
道
長
の
圧
力
に
屈
伏
し
な

か
っ
た
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
驚
く
べ
き
見
識
の
高
さ
と
い
う
ほ
か
は
な
い
。
」

恐
ら
く
、
文
章
博
士
の
通
直
ら
に
と
っ
て
み
れ
ば
、
寛
弘
元
年
の
改
元
時
に
問

題
に
な
っ
た
よ
う
に
、
 
「
寛
仁
」
と
誰
と
の
関
係
は
や
は
り
黙
止
す
べ
き
事
柄

で
は
な
か
っ
た
と
い
う
こ
と
な
の
で
あ
ろ
う
。
彼
等
の
儒
者
と
し
て
の
見
識
が

そ
れ
を
許
さ
な
か
っ
た
の
だ
と
思
う
。
ま
た
、
時
期
的
に
、
匡
衡
の
死
後
ま
も

な
い
と
い
う
こ
と
も
あ
り
、
意
識
的
に
匡
衡
の
影
響
力
を
払
拭
す
る
必
要
が
あ

り
、
彼
等
の
独
自
性
を
強
調
す
る
必
要
も
あ
っ
た
か
ら
だ
と
思
う
。

 
勿
論
、
道
長
に
対
す
る
表
向
き
の
言
い
訳
は
、
「
寛
仁
」
と
い
う
言
葉
の
出

典
を
ど
う
し
て
も
見
出
す
こ
と
が
で
き
な
い
、
と
い
う
も
の
で
あ
っ
た
。
し
か

し
、
こ
の
通
直
ら
の
言
い
訳
は
い
か
に
も
苦
し
い
。
な
ぜ
か
。
文
章
博
士
の
彼

ら
に
と
っ
て
、
 
「
寛
仁
」
の
出
典
を
調
べ
る
こ
と
な
ど
、
そ
・
の
職
掌
上
そ
れ
ほ

ど
困
難
で
あ
っ
た
と
は
思
え
な
い
か
ら
で
あ
る
。
ま
し
て
、
か
つ
て
の
ラ
イ
バ

ル
の
匡
衡
が
見
付
け
出
し
た
も
の
で
あ
り
、
捜
そ
う
と
思
え
ば
不
可
能
の
は
ず

は
な
か
っ
た
に
違
い
な
い
か
ら
で
あ
る
。
案
の
定
、
道
長
の
そ
の
よ
う
な
打
ち

明
け
話
を
聞
く
や
い
な
や
、
実
資
は
、
そ
の
「
寛
仁
」
の
出
典
が
「
漢
書
ノ
帝

紀
ノ
文
」
 
（
『
漢
書
」
・
巻
一
上
「
高
帝
紀
第
一
上
」
．
）
中
の
「
寛
仁
愛
人
、
意

翻
如
也
。
」
 
〈
同
上
〉
、
で
あ
る
と
、
い
と
も
簡
単
に
応
答
し
て
道
長
を
慌
て
さ

せ
た
と
い
う
。

 
と
こ
ろ
で
、
 
「
寛
仁
」
に
対
す
る
こ
の
た
び
の
道
長
の
執
着
心
は
か
な
り
根

強
か
っ
た
ら
し
く
、
文
章
博
士
の
勘
文
申
に
そ
れ
が
な
か
っ
た
に
も
か
か
わ
ら

ず
、
当
日
の
「
与
論
」
に
お
い
て
そ
れ
を
強
力
に
推
し
た
と
い
う
。
当
日
の

「
佼
座
」
に
お
け
る
大
勢
の
意
見
は
、
文
章
博
士
の
言
文
の
中
か
ら
、
 
「
長

和
」
を
よ
り
吉
と
し
、
そ
れ
を
選
ぶ
べ
き
だ
と
す
る
も
の
で
あ
っ
た
が
、
中
に
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は
、
 
「
長
和
」
の
「
和
」
の
字
を
非
と
す
る
意
見
も
あ
っ
た
と
い
う
八
三
上
書

に
は
、
 
「
黒
蓋
ハ
、
大
部
・
政
和
情
宜
シ
カ
ラ
ズ
。
此
ノ
中
ノ
長
和
ハ
頗
ル
宜

シ
キ
モ
、
和
ノ
字
ハ
不
快
ナ
リ
ト
ス
、
云
々
。
」
と
あ
る
。
）
。
そ
の
不
満
に

こ
と
よ
せ
て
、
道
長
は
、
 
「
寛
仁
ハ
吉
年
号
ナ
リ
。
而
ル
ニ
儒
ノ
勘
文
二
無

シ
。
之
ヲ
為
ス
コ
ト
如
何
ト
。
」
と
言
っ
て
、
 
「
寛
仁
」
と
い
う
案
を
改
め
て

提
起
し
た
ら
し
い
。
し
か
し
、
そ
の
提
案
も
、
卿
相
た
ち
の
、
「
仮
令
（
か
り
〉

二
吉
年
号
ノ
文
ト
錐
モ
、
博
士
・
匡
衡
ノ
勘
申
ヲ
以
テ
、
定
メ
申
ス
可
カ
ラ
ズ

、
ト
、
云
々
。
」
と
い
う
正
論
に
引
っ
込
め
ざ
る
を
え
な
か
っ
た
と
い
う
。
当
然

の
こ
と
で
あ
っ
た
ろ
う
。
そ
れ
は
、
通
直
ら
の
勘
文
中
に
な
か
っ
た
も
の
で
あ

り
、
今
は
亡
き
匡
衡
の
、
そ
れ
も
、
前
回
の
寛
弘
元
年
の
改
元
時
に
奏
上
さ
れ

た
も
の
で
あ
っ
た
か
ら
で
あ
6
。

 
と
も
か
く
、
 
「
寛
仁
」
に
対
す
る
道
長
の
執
着
心
に
は
こ
の
よ
う
に
根
強
い

も
の
が
あ
っ
た
の
で
あ
る
。
し
か
も
、
寛
弘
元
年
と
長
和
元
年
の
二
度
に
わ
た

る
改
元
時
に
、
幽
は
し
な
く
も
彼
の
希
望
は
か
な
え
ら
れ
る
こ
と
が
な
か
っ
た
の

で
あ
る
。
こ
の
結
果
、
そ
の
後
の
道
長
の
執
着
心
は
い
や
が
上
に
も
強
固
さ
を

増
し
た
に
違
い
な
い
。
そ
の
よ
う
な
状
態
で
寛
仁
元
年
の
改
元
時
を
彼
は
改
め

て
迎
え
る
こ
と
に
な
っ
た
わ
け
で
あ
る
。
今
度
こ
そ
は
、
と
い
う
思
い
を
彼
が

新
た
に
し
た
で
あ
ろ
う
こ
と
は
想
像
に
か
た
く
な
い
。

 
寛
仁
元
年
（
一
〇
一
七
）
四
月
二
十
三
日
の
改
元
時
こ
そ
、
道
長
に
と
っ
て

は
、
ま
さ
し
く
「
三
度
目
の
正
直
」
と
い
う
こ
と
で
あ
っ
た
は
ず
で
あ
る
。
彼

は
事
前
に
十
分
な
る
対
策
を
練
っ
た
で
あ
ろ
う
。
当
時
の
道
長
は
、
同
年
三
月

十
六
日
に
摂
政
を
辞
任
し
て
そ
れ
を
頼
通
に
譲
っ
て
い
て
、
表
面
的
に
は
無
任

官
で
あ
っ
た
が
（
な
お
、
位
階
は
従
一
位
。
）
、
そ
れ
に
対
す
る
根
回
し
に
は

お
さ
お
さ
怠
か
が
な
か
っ
た
で
あ
ろ
う
。
勿
論
、
改
元
重
文
を
奏
上
す
る
立
場

『
本
朝
麗
藻
」
全
注
釈
㈱

に
あ
っ
た
通
志
の
も
と
に
は
有
形
無
形
の
圧
力
が
加
え
ら
れ
た
に
違
い
な
い
。

そ
れ
は
、
寛
和
元
年
の
改
元
時
に
お
け
る
道
長
の
強
引
な
や
り
方
を
見
れ
ば
容

易
に
想
像
が
つ
く
。
さ
き
に
、
こ
の
た
び
の
寛
仁
元
年
の
改
元
に
際
し
て
、

『
御
堂
関
白
記
』
〈
同
年
二
月
二
十
一
日
条
〉
に
、
「
右
大
臣
奉
二
博
士
等
奏
年

号
勘
文
一
、
華
墨
不
快
一
、
又
仰
二
可
レ
令
・
勘
由
一
。
」
と
い
う
一
文
が
見
え
る
こ

と
を
紹
介
し
た
が
（
な
お
、
こ
の
日
時
の
道
長
は
、
摂
政
に
在
任
中
。
）
、
こ

れ
な
ど
は
、
文
章
博
士
の
通
掛
や
宣
義
に
対
す
る
明
白
な
干
渉
で
あ
っ
た
と
い

う
こ
と
が
で
き
よ
う
。
長
和
元
年
の
改
元
時
に
も
、
さ
き
に
指
摘
し
た
よ
う

に
、
「
度
々
仰
二
両
儒
一
」
〈
『
元
畜
別
録
」
〉
と
あ
み
こ
と
に
よ
っ
て
、
両
文

章
博
士
（
こ
の
時
も
通
直
と
宣
義
）
へ
の
道
長
の
指
導
が
た
び
た
び
行
な
わ
れ

た
と
い
う
こ
と
が
わ
か
る
が
、
こ
の
寛
仁
元
年
の
改
元
時
に
も
、
そ
れ
は
一
度

な
ち
ず
行
な
わ
れ
た
に
違
い
な
い
と
思
う
。

 
一
方
、
文
章
博
士
の
通
直
や
宣
義
は
、
こ
の
た
び
の
寛
仁
元
年
の
改
元
に
際

し
て
も
、
寛
和
元
年
の
そ
れ
に
引
き
続
い
て
、
道
長
の
希
望
を
受
け
入
れ
よ
う

と
は
し
な
か
っ
た
。
彼
ら
に
対
し
て
、
道
長
の
事
前
の
根
回
し
が
何
度
と
な
く

な
さ
れ
た
に
違
い
な
い
と
思
う
が
、
 
つ
い
に
彼
ら
は
そ
れ
に
従
お
う
と
は
せ

ず
、
そ
の
文
章
博
士
の
最
終
の
勘
文
中
に
も
「
寛
仁
」
を
上
奏
し
よ
う
と
は
し

な
か
っ
た
。
彼
ら
が
勘
宿
し
た
の
は
、
す
で
に
述
べ
た
よ
う
に
、
 
「
永
貞
」

「
淳
徳
」
 
「
建
徳
」
 
（
以
上
が
宣
義
）
と
「
百
道
」
 
「
二
八
」
 
「
淳
徳
」
 
「
寛

徳
」
 
（
以
上
が
産
直
）
 
〈
『
改
元
言
文
部
類
』
〉
の
七
つ
で
あ
っ
た
（
な
お
、

「
淳
徳
」
が
両
者
に
共
通
し
て
い
る
。
）
ゆ

 
今
、
通
直
に
限
っ
て
言
え
ば
、
彼
が
寛
弘
元
年
の
改
元
時
以
来
の
「
寛
仁
」

の
問
題
の
い
き
さ
つ
を
知
ら
な
か
っ
た
と
は
と
う
て
い
思
え
な
い
。
と
く
に
、

長
和
元
年
の
改
元
時
と
今
度
の
寛
仁
元
年
の
場
合
に
は
年
号
勘
文
の
当
事
者
ど
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し
て
、
そ
の
こ
と
に
重
大
な
関
心
を
抱
い
て
い
た
は
ず
で
あ
る
。
「
寛
仁
」
が
、

か
つ
て
権
衡
の
勘
当
し
た
も
の
で
あ
る
こ
と
、
道
長
が
そ
れ
の
実
現
に
根
強
い

執
着
心
を
持
っ
て
い
た
こ
と
、
そ
し
て
、
現
実
に
道
長
か
ら
の
圧
力
が
我
が
身

に
加
え
ち
れ
、
ま
た
加
え
ら
れ
つ
つ
あ
る
こ
と
を
彼
が
知
ら
な
か
っ
た
は
ず
は

・
な
い
。
な
か
ん
ず
く
、
今
度
の
寛
仁
元
年
の
改
元
に
際
し
て
、
一
度
上
奏
し
た

彼
の
年
号
面
通
が
同
年
二
月
二
十
一
日
に
道
長
の
不
満
に
よ
っ
て
差
し
戻
さ
れ

た
時
に
は
、
な
ぜ
に
そ
う
な
っ
た
か
と
い
う
理
由
を
通
番
は
十
分
に
わ
か
っ
て

い
た
は
ず
で
あ
る
。
結
局
、
 
「
寛
仁
」
と
い
う
二
文
字
が
そ
こ
に
書
き
込
ま
れ

て
い
な
か
っ
た
か
ら
な
の
だ
。
そ
の
理
由
を
承
知
し
て
い
な
が
ら
、
敢
え
て
、

彼
は
最
終
の
半
文
中
に
も
そ
の
二
文
字
を
書
き
加
え
な
か
っ
た
。
文
章
博
士
と

し
て
の
通
直
の
見
識
の
高
さ
が
そ
れ
を
許
さ
な
か
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。

 
そ
れ
に
対
し
て
、
式
部
大
輔
の
広
業
が
上
奏
し
た
年
号
勘
文
に
は
、
 
コ
寛

，
仁
」
「
天
受
」
 
「
地
謡
」
と
あ
っ
た
と
い
う
く
『
改
元
言
文
部
類
」
Y
。
そ
れ

も
、
庭
回
の
そ
れ
が
三
枚
に
分
け
て
書
か
れ
て
い
た
の
に
対
し
、
広
業
の
そ
れ

は
一
枚
の
紙
に
そ
の
順
序
で
書
か
れ
て
い
た
と
あ
る
（
『
改
元
部
類
記
』
申
の

広
業
の
そ
れ
の
順
序
も
『
部
類
』
の
そ
れ
に
同
じ
。
）
。
広
業
の
年
号
同
文
に

お
い
て
、
 
「
寛
仁
」
が
そ
の
最
初
に
位
置
し
て
い
る
こ
と
に
注
目
す
る
必
要
が

あ
る
だ
ろ
う
。
起
て
も
、
偶
然
の
こ
と
と
は
思
え
な
い
。
彼
は
、
 
「
寛
仁
」
を

第
「
番
に
選
ん
で
い
る
の
で
あ
る
。
恐
ら
く
、
・
道
長
の
宿
願
を
優
先
さ
せ
た
そ

の
結
果
で
あ
っ
た
に
違
い
な
い
。
道
長
の
根
回
し
に
応
じ
た
結
果
で
あ
る
と
見

な
い
わ
け
に
は
い
か
な
い
だ
ろ
う
。

 
寛
仁
元
年
当
時
の
藤
原
広
業
（
四
十
一
歳
）
は
、
正
四
卑
下
で
式
部
大
輔
兼

播
磨
権
守
に
至
っ
て
い
た
く
『
公
卿
補
任
』
寛
仁
四
年
条
〉
。
彼
は
、
従
二
位

で
参
議
・
修
理
大
夫
・
勘
解
由
長
宮
で
あ
っ
た
有
国
の
一
男
で
あ
り
、
，
す
で
に

述
べ
た
よ
う
に
、
父
の
生
前
、
儒
者
の
道
を
目
指
す
彼
の
昇
進
ぶ
り
に
は
ま
こ

と
に
驚
く
べ
き
も
の
が
あ
っ
た
。
例
え
ば
、
長
徳
二
年
（
九
九
六
）
に
文
章
生

に
補
せ
ら
れ
て
か
ら
は
、
そ
の
翌
年
に
は
二
十
一
歳
で
文
章
得
業
生
に
抜
擢
さ

れ
、
そ
し
て
そ
の
翌
年
に
は
二
十
二
歳
で
対
策
及
第
を
果
た
し
（
さ
ら
に
そ
の

翌
年
に
は
二
十
三
歳
で
対
策
及
第
後
の
初
任
官
・
式
部
少
老
を
手
に
す
る
と
い

う
よ
う
に
、
ま
さ
に
各
年
ご
と
に
そ
の
目
的
を
遂
げ
て
い
た
（
通
直
の
場
合
と

比
較
す
れ
ば
、
そ
の
異
例
の
昇
進
ぶ
り
が
よ
り
明
白
に
な
る
だ
ろ
う
。
）
。
・
生

前
の
父
・
有
国
の
お
蔭
を
蒙
っ
て
い
た
こ
と
は
間
違
い
な
い
で
あ
ろ
う
が
、
寛

弘
八
年
（
一
〇
＝
）
七
月
十
一
日
の
父
の
死
後
も
、
広
業
の
栄
達
ぶ
り
に
は

そ
れ
ほ
ど
変
化
が
な
い
よ
う
に
思
え
る
。
父
の
服
喪
中
の
同
年
十
月
十
六
日
に

は
、
そ
れ
ま
で
の
従
四
位
下
の
位
階
か
ら
二
階
級
特
進
の
正
四
雨
下
に
吊
せ
ら

れ
、
復
任
（
同
年
十
二
月
二
十
五
日
）
後
の
翌
年
の
正
月
二
十
七
日
に
は
、
そ

れ
ま
で
の
伊
与
介
の
官
職
の
上
に
、
兼
ね
て
右
京
権
大
夫
に
任
ぜ
ら
れ
、
同
年

十
月
に
は
式
部
大
輔
に
抜
擢
さ
れ
て
い
る
（
三
十
六
歳
）
。
そ
し
て
う
長
和
五

年
正
月
二
日
に
は
播
磨
権
守
を
も
兼
職
し
て
い
る
の
で
あ
る
（
四
十
歳
）
 
〈
以

上
、
 
『
公
卿
補
任
」
に
よ
る
。
〉
。

 
寛
仁
元
年
当
時
の
道
長
の
、
儒
者
・
文
人
と
し
て
の
広
業
に
対
す
る
信
頼
ぶ

り
を
知
る
に
は
、
例
え
ば
、
こ
れ
も
す
で
に
指
摘
し
た
通
り
で
あ
る
が
、
長
和

四
年
十
二
月
四
日
の
敦
良
親
王
の
読
書
始
め
の
儀
式
に
お
け
る
広
業
の
役
割
り

を
な
が
め
る
だ
け
で
十
分
で
あ
ろ
う
。
そ
の
時
、
彼
は
道
長
に
よ
っ
て
当
日
の

「
博
士
」
に
抜
擢
さ
れ
た
だ
け
で
は
な
く
、
当
日
の
作
文
会
の
．
「
講
師
」
に
も

任
命
さ
れ
た
の
で
あ
っ
た
。
こ
れ
は
異
例
の
こ
と
で
あ
っ
た
ら
し
く
、
 
『
小
右

記
』
に
は
、
「
天
徳
ノ
例
ナ
ル
カ
。
文
時
ヲ
博
士
ト
為
シ
、
又
タ
講
師
ト
為
ス

ノ
ミ
。
」
と
注
を
付
し
て
い
る
。
お
よ
そ
五
十
五
年
も
以
前
の
、
天
徳
四
年
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（
九
六
〇
）
三
月
十
九
日
の
、
，
為
平
親
王
の
読
書
始
め
の
儀
式
に
お
い
て
右
中

弁
の
菅
原
文
時
が
「
博
士
」
と
「
講
師
」
と
を
兼
任
し
て
以
来
の
、
そ
れ
は
稀
．

有
の
こ
と
で
あ
っ
た
と
い
う
。
こ
の
一
例
を
見
た
だ
け
で
、
当
時
の
、
道
長
の

広
業
に
対
す
る
信
頼
が
い
か
に
厚
か
っ
た
か
と
い
う
こ
と
が
理
解
で
き
る
で
あ

ろ
う
。
と
い
う
こ
と
は
、
勿
論
、
道
長
の
半
々
あ
る
程
度
無
条
件
に
受
け
入
れ

る
べ
く
、
広
業
は
日
頃
努
力
し
て
い
た
と
い
う
こ
と
に
も
な
る
。
寛
仁
元
年
当

時
の
広
業
の
官
位
の
昇
進
ぶ
り
を
な
が
め
、
ま
た
、
さ
き
の
長
和
四
年
の
敦
良

親
王
の
読
書
始
め
の
儀
式
に
お
け
る
彼
の
異
例
の
抜
擢
を
見
、
さ
ら
に
、
そ
の

後
の
寛
仁
三
年
八
月
に
は
再
び
東
宮
学
士
に
任
ぜ
ら
れ
、
つ
い
に
、
寛
仁
四
年

十
」
月
二
十
九
日
に
は
参
議
の
仲
間
入
り
を
果
た
す
こ
と
に
な
る
、
そ
う
し
た

彼
の
栄
転
ぶ
り
を
知
る
に
つ
け
、
そ
こ
に
、
権
力
者
の
道
長
と
そ
れ
に
追
従
す

る
儒
者
・
文
人
の
広
業
と
の
密
接
な
結
び
付
き
を
想
い
浮
か
べ
ず
に
は
い
ら
れ

な
い
の
で
あ
る
。
．

 
寛
仁
元
年
の
改
元
時
に
は
、
道
長
は
、
そ
う
し
た
広
業
に
期
待
を
か
け
た
で

．
あ
ろ
う
。
ま
た
、
広
業
は
そ
う
し
た
道
長
の
期
待
に
答
え
よ
う
と
し
た
で
あ
ろ

う
。
そ
の
結
果
が
、
広
業
の
改
元
勘
文
で
あ
っ
た
と
思
う
。
そ
の
中
で
、
彼
が

 
「
寛
仁
」
を
第
一
位
に
選
ん
で
い
る
理
由
は
多
く
そ
こ
に
あ
っ
た
と
考
え
る
。
'

 
と
こ
ろ
で
、
道
長
の
事
前
の
根
回
b
は
、
ひ
と
り
、
年
号
勘
文
を
上
奏
す
る

こ
と
に
な
っ
て
い
た
文
章
博
士
の
通
直
や
宣
義
、
そ
し
て
、
式
部
大
輔
の
広
業

な
ど
の
儒
者
に
だ
け
な
さ
れ
た
わ
け
で
は
な
い
だ
ろ
う
。
当
然
、
そ
の
改
元
勘

文
の
判
定
当
日
の
四
月
二
十
三
日
に
、
そ
の
、
「
夕
座
」
に
出
席
す
る
こ
と
に
な

っ
て
い
た
公
卿
た
ち
に
も
な
さ
れ
た
と
み
な
け
れ
ば
な
る
ま
い
。
そ
れ
は
、
摂

政
の
頼
通
（
二
十
六
歳
）
以
下
の
人
々
に
も
何
度
と
な
く
な
さ
画
た
に
違
い
な

い
と
思
う
。

『
本
朝
三
三
」
 
全
'
注
釈
σ
⇒

 
す
で
に
述
べ
た
よ
う
に
、
当
日
の
「
王
座
」
に
は
「
上
達
部
」
が
こ
と
ご
と

く
参
上
し
た
と
い
う
く
『
改
元
部
類
」
〉
。
 
『
改
元
部
類
記
」
に
も
、
摂
政
の

ほ
か
に
、
左
大
臣
の
顕
光
（
七
十
四
歳
）
 
亀
按
二
大
納
言
の
斉
信
 
（
五
十
一

歳
）
心
身
大
納
言
の
俊
賢
（
五
十
八
歳
）
・
左
大
弁
宰
相
の
道
方
（
五
十
歳
）

 
・
藤
宰
相
の
資
平
（
三
十
二
歳
）
・
左
衛
門
督
の
罪
証
（
二
十
二
歳
）
、
そ
し

 
 
 
 
 
 
ユ

て
、
中
納
言
の
行
成
（
四
十
六
歳
）
な
ど
が
そ
こ
に
参
着
し
た
と
、
そ
の
名
を

具
体
的
に
列
挙
し
て
い
る
。
そ
れ
ら
の
「
上
達
部
」
の
判
定
の
結
果
、
．
「
寛

仁
」
が
選
ば
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
が
、
そ
の
こ
と
は
す
で
に
言
及
し
た
。

 
た
だ
し
、
そ
の
席
上
で
も
少
し
ば
か
り
の
議
論
が
で
て
、
例
え
ば
、
前
々
回

の
寛
弘
元
年
の
改
元
時
に
も
こ
の
「
寛
仁
」
が
良
し
と
さ
れ
た
が
、
一
条
天
皇

の
諦
の
一
字
を
犯
す
と
い
う
の
で
最
終
的
に
は
不
採
用
と
な
っ
た
と
い
う
こ

と
、
そ
の
こ
と
を
問
題
に
す
る
意
見
も
出
た
ら
し
い
。
そ
の
こ
と
も
す
で
に
言

及
し
た
が
、
こ
の
後
、
そ
の
意
見
に
対
し
て
、
 
『
改
元
部
類
記
」
に
よ
る
と
、
．

 
「
大
臣
」
（
こ
の
「
大
臣
」
と
は
、
同
書
の
前
半
部
に
認
め
ら
れ
る
「
左
大
臣
」

の
こ
と
で
あ
ろ
う
か
ら
、
顕
光
の
こ
と
を
指
示
し
て
い
る
に
違
い
な
い
。
）
が

'
次
の
よ
う
に
説
得
し
た
と
い
う
。
す
な
わ
ち
、
 
「
大
臣
」
は
、
 
「
此
ノ
事
（
犯

諦
説
）
唐
墨
ダ
謬
レ
リ
。
連
読
（
一
に
連
続
に
作
る
。
）
ス
ル
ニ
非
ザ
レ
バ
、

何
ゾ
之
ヲ
避
ク
可
ケ
ン
ヤ
、
ト
。
」
と
述
べ
、
 
「
寛
仁
」
．
を
支
持
し
た
と
い

う
。
諜
の
一
字
を
犯
し
て
い
て
も
、
一
字
だ
け
な
ら
ば
問
題
と
す
る
必
要
は
な

．
い
の
だ
、
と
い
う
の
が
「
大
臣
」
の
意
見
で
あ
っ
た
が
、
そ
れ
は
、
ま
さ
し
く

道
長
の
主
張
で
で
も
あ
っ
た
ろ
う
。
恐
ら
く
、
こ
の
「
「
大
臣
」
の
意
見
は
、
道

長
の
根
回
し
に
応
じ
て
な
さ
れ
た
も
の
に
違
い
な
い
で
あ
ろ
う
。

 
確
か
に
、
こ
の
、
 
「
大
臣
」
の
、
諦
の
一
字
を
犯
し
て
い
て
も
、
一
字
だ
け

な
ら
ば
問
題
と
す
る
必
要
は
な
い
の
だ
、
と
い
う
意
見
は
あ
る
意
味
で
正
当
性
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医



が
認
め
ら
れ
る
。
な
ぜ
な
ら
、
 
『
礼
記
」
 
〈
「
曲
礼
」
上
〉
に
、
 
「
卒
嬰
ス
レ

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
む
 
 
む
 
 
む
 
 
り
 
 
 

バ
、
乃
チ
誰
（
い
）
ム
。
礼
ハ
嫌
名
（
類
音
の
語
）
ヲ
韓
マ
ズ
。
二
名
ハ
偏
誰

む
 
 
む
 
 

セ
ズ
。
」
と
あ
る
か
ら
で
あ
る
。
勿
論
、
こ
の
『
軍
記
」
，
の
説
は
、
亡
父
母
の

諦
に
つ
い
て
言
っ
て
い
る
の
で
あ
る
が
、
そ
れ
が
二
字
名
の
場
合
に
は
、
一
字

ず
つ
を
忌
む
と
い
う
こ
と
は
し
な
い
、
と
言
っ
て
い
る
。
ま
さ
し
く
、
「
大
臣
」

の
意
見
は
、
こ
の
『
礼
記
」
の
説
を
そ
の
根
拠
に
し
て
い
る
と
み
て
よ
い
。
た

と
え
、
 
「
寛
仁
」
の
「
仁
」
字
が
故
．
一
条
天
皇
の
誰
「
智
慧
」
の
「
仁
」
字
を

犯
し
て
い
た
と
し
て
も
、
そ
れ
は
一
字
に
す
ぎ
ず
、
決
し
て
避
け
る
理
由
に
な

ら
な
い
と
す
る
意
見
の
理
由
付
け
に
そ
れ
が
利
用
さ
れ
て
い
る
。

 
た
だ
し
、
 
『
礼
記
』
の
説
は
、
あ
く
ま
で
も
亡
父
母
の
諦
に
つ
い
て
一
般
的

に
言
っ
て
い
る
の
で
あ
り
、
こ
と
年
号
に
関
し
て
は
、
こ
の
限
り
で
は
な
か
っ

た
こ
と
も
確
か
な
の
で
あ
る
。
例
え
ば
、
 
『
旧
知
録
」
 
〈
巻
二
十
三
「
以
レ
誰

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
む
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
む
 
 
む

．
改
二
年
号
一
」
〉
に
は
、
 
「
唐
ノ
申
言
ノ
諦
玉
壷
ニ
シ
テ
、
玄
宗
ノ
諦
ハ
隆
基
ナ

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
む

り
。
唐
人
ハ
凡
ソ
高
高
ノ
顕
爵
ノ
年
号
ヲ
追
称
ス
ル
ニ
、
多
ク
明
君
ド
云
フ
。

 
む

永
手
ノ
年
号
ヲ
、
多
ク
永
崇
ト
云
フ
。
，
」
と
あ
り
、
後
代
の
皇
帝
の
諦
を
避
け

る
た
め
に
前
代
の
皇
帝
の
年
号
を
人
々
は
改
め
て
呼
ん
だ
と
言
っ
て
い
る
。
と

く
に
、
玄
宗
の
韓
「
隆
基
」
は
二
字
名
で
あ
り
、
年
号
「
永
隆
」
の
「
隆
」
字

が
そ
の
諦
を
犯
し
て
い
る
と
言
っ
て
も
、
、
あ
く
ま
で
も
一
字
だ
け
で
あ
り
、
あ

の
『
礼
記
』
の
「
不
二
平
田
一
」
と
い
う
原
則
に
は
違
反
し
て
い
な
い
は
ず
で
あ

る
。
と
こ
ろ
が
、
そ
れ
を
避
け
て
、
 
「
永
崇
」
と
改
め
た
と
言
っ
て
い
る
の
で

あ
る
。

 
恐
ら
く
、
 
「
寛
仁
」
を
敢
え
て
年
号
勘
回
し
な
か
っ
た
文
章
博
士
の
通
直
・

宣
義
の
意
見
や
、
 
「
佼
座
」
に
お
い
て
「
寛
仁
」
に
疑
問
を
さ
し
は
さ
ん
だ
人

物
（
寛
弘
元
年
の
際
に
は
、
左
大
弁
の
忠
輔
で
あ
っ
た
。
）
の
主
張
は
、
さ
き

の
唐
桑
に
お
け
る
実
例
を
拠
り
ど
こ
ろ
と
し
て
い
る
に
違
い
な
い
 
（
な
お
、

『
元
秘
画
録
』
 
〈
「
大
日
本
史
料
」
第
二
編
之
五
所
収
本
・
九
五
頁
〉
に
は
、

 
 
 
 
 
む
 
 
 
 
 
 
 
 
む
 
 
 
 
 
 
 

「
詳
記
日
、
唐
朝
皆
所
レ
避
也
。
価
改
レ
之
。
」
・
と
記
す
。
）
。
た
と
え
、
そ
れ
が

一
字
だ
け
で
あ
っ
て
も
、
年
号
の
場
合
に
は
前
代
の
天
皇
の
誰
を
犯
し
て
は
な

ら
な
い
と
す
る
の
が
そ
の
立
場
で
あ
る
。
そ
れ
に
対
し
て
、
寛
弘
元
年
の
改
元

蒔
に
「
寛
仁
」
を
年
号
勘
害
し
た
匡
衡
や
そ
れ
を
支
持
し
た
道
長
を
は
じ
め
と

し
て
、
こ
の
た
び
の
寛
仁
元
年
の
改
元
時
に
改
め
て
「
寛
仁
」
を
年
号
勘
賭
し

た
広
業
、
そ
し
て
、
 
「
佼
座
」
に
お
い
て
そ
れ
を
支
持
し
た
「
大
臣
」
の
立
場

は
、
 
「
礼
記
」
の
説
を
拠
り
ど
こ
ろ
と
す
る
も
の
で
あ
っ
た
の
で
あ
る
。

 
唐
代
に
お
け
る
実
例
に
従
う
べ
き
か
、
そ
れ
と
も
「
野
曝
」
の
説
に
従
う
べ

き
か
の
「
侯
座
」
に
お
け
る
議
論
は
、
結
局
、
あ
の
「
大
臣
」
の
意
見
に
よ
っ

て
、
道
長
の
思
惑
の
通
り
に
後
者
と
い
う
こ
と
に
決
定
す
る
。
道
長
の
根
回
し

が
功
を
奏
し
た
と
言
う
べ
き
で
あ
ろ
う
。
ざ
っ
そ
く
、
こ
の
判
定
は
勅
許
を
得

る
こ
と
に
な
る
が
、
こ
れ
は
問
題
な
く
認
可
が
お
り
る
。
当
然
の
こ
と
で
あ

る
。
当
時
の
摂
政
が
、
誰
あ
ろ
う
、
道
長
の
一
男
の
頼
通
で
あ
っ
た
か
ら
で
あ

る
。
道
長
の
働
き
掛
け
が
最
も
強
く
な
さ
れ
た
の
が
摂
政
の
頼
通
で
あ
っ
た
ろ

う
こ
と
、
こ
れ
は
言
う
ま
で
も
な
い
こ
と
で
あ
る
。
 
『
改
元
部
類
記
」
に
よ
る

と
、
そ
の
時
の
詔
勅
に
は
、
二
字
二
依
リ
テ
避
ク
可
カ
ラ
ズ
。
寛
仁
ヲ
以
テ

年
号
ト
為
ス
可
シ
。
」
と
あ
っ
た
と
あ
る
。
さ
き
の
「
大
臣
」
の
意
見
が
そ
の

ま
ま
に
採
用
さ
れ
て
い
る
。
ま
さ
し
く
、
 
『
礼
記
」
の
説
に
従
っ
た
も
の
で
あ

り
、
そ
れ
は
、
道
長
の
思
惑
を
忠
実
に
反
映
さ
せ
た
も
の
と
見
て
間
違
い
な
い

だ
ろ
う
。

．
さ
て
、
こ
の
よ
う
に
し
て
「
寛
仁
」
の
改
元
が
実
施
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
わ

け
で
あ
る
が
、
当
時
の
、
文
章
博
士
・
通
説
と
権
力
者
・
道
長
と
の
結
び
付
き
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職

を
考
え
る
上
で
、
以
上
の
よ
う
な
、
そ
の
決
定
に
至
る
ま
で
の
両
者
の
意
見
と

立
場
の
対
立
は
、
す
こ
ぶ
る
興
味
深
い
と
言
え
よ
う
。
寛
仁
元
年
（
一
〇
一

七
）
に
は
、
通
直
は
年
齢
が
六
十
五
歳
前
後
と
な
っ
て
お
り
、
儒
者
と
し
て
も

文
人
と
し
て
も
、
文
章
博
士
の
彼
は
、
大
江
家
の
「
長
老
」
と
し
て
の
立
場
を

す
で
に
確
保
し
て
い
た
。
そ
し
て
、
そ
の
彼
と
権
力
者
の
道
長
と
の
結
び
付
き

に
お
い
て
は
、
す
で
に
見
て
き
た
よ
う
に
、
例
え
ば
、
長
和
四
年
（
一
〇
一

五
）
十
月
十
七
日
の
皇
太
后
宮
（
彰
子
）
に
お
け
る
作
文
会
に
は
「
序
者
」
を
、

ま
た
、
同
年
十
二
月
四
日
の
敦
良
親
王
読
書
始
め
の
作
文
会
に
は
「
題
者
」
を

そ
れ
ぞ
れ
道
長
に
よ
っ
て
命
じ
ら
れ
て
お
り
、
か
つ
て
の
匡
衡
が
果
た
し
て
い

た
は
ず
の
役
割
を
通
天
が
十
分
に
肩
代
わ
り
し
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
と
こ

ろ
が
ら
し
て
、
か
な
り
密
接
な
関
係
を
両
者
の
間
に
認
め
る
こ
と
が
で
き
た
の

で
あ
る
。
し
か
し
、
そ
う
で
あ
り
な
が
ら
、
一
方
で
は
、
通
直
が
単
な
る
道
長

の
追
従
者
で
は
な
く
、
か
な
り
独
自
の
見
識
を
持
っ
た
儒
者
・
文
人
で
あ
っ
た

こ
と
を
、
以
上
の
「
寛
仁
」
改
元
問
題
に
よ
り
明
ら
か
に
で
き
た
よ
う
に
思

う
。
そ
こ
に
興
味
深
さ
を
感
じ
る
。

 
と
こ
ろ
で
、
当
時
の
通
直
と
道
長
と
の
関
係
を
考
え
る
上
で
、
こ
こ
に
、
つ

い
で
に
書
き
加
え
て
お
い
た
方
が
良
い
と
思
わ
れ
る
こ
と
が
あ
る
。
そ
れ
は
、

同
じ
く
寛
仁
元
年
の
、
十
月
八
日
頃
一
代
一
度
の
大
仁
王
業
に
関
わ
る
事
柄
な

の
で
あ
る
が
、
 
『
小
右
記
」
 
〈
寛
仁
元
年
八
月
二
十
五
条
〉
に
よ
る
と
、
同
年

八
月
二
十
五
日
に
そ
の
こ
と
と
日
程
が
定
め
ら
れ
た
と
あ
る
。
そ
し
て
、
文
章

博
士
の
職
掌
と
し
て
、
そ
の
た
め
の
呪
願
文
を
通
直
が
作
成
す
る
こ
と
に
命
が

下
っ
た
と
い
い
（
な
お
、
す
で
に
指
摘
し
た
よ
う
に
、
・
同
年
四
月
二
十
二
日
に

文
章
博
士
の
宣
義
が
死
去
し
て
い
た
の
で
、
こ
の
時
の
文
章
博
士
は
通
塗
一
人

だ
け
で
あ
っ
た
。
）
、
さ
ら
に
は
、
こ
の
た
び
の
事
は
「
天
慶
の
例
」
 
（
天
慶

『
本
朝
麗
藻
」
全
注
釈
㈲

十
年
〈
天
暦
元
年
・
九
四
七
〉
四
月
二
十
五
日
の
一
代
一
度
の
大
仁
七
会
の
こ

と
）
に
準
拠
す
る
こ
と
も
決
め
ら
れ
た
と
い
う
。
．

，
こ
の
時
、
そ
の
呪
願
文
を
作
成
す
る
こ
と
に
な
っ
た
通
柱
は
、
「
天
慶
の
例
」

に
準
拠
す
べ
し
、
と
の
決
定
を
聞
い
て
、
恐
ら
ぐ
特
別
の
感
情
を
抱
い
た
に
違

い
な
い
と
思
う
。
と
い
う
の
は
、
そ
の
「
天
慶
の
例
」
の
際
の
呪
願
文
は
、
祖

父
の
朝
綱
が
作
成
し
て
い
た
か
ら
で
あ
っ
た
〈
『
西
宮
記
』
巻
七
「
一
代
一
度

仁
王
会
」
〉
。
二
世
に
と
っ
て
は
、
そ
れ
は
思
い
が
け
な
い
喜
び
で
あ
っ
た
ろ

う
。
な
に
し
ろ
、
す
で
に
述
べ
た
よ
う
に
、
祖
父
の
願
望
こ
そ
、
日
頃
の
通
直

の
目
標
で
あ
り
、
彼
の
家
系
に
お
け
る
誇
り
で
あ
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
そ
の
目

標
で
あ
り
誇
り
で
あ
っ
た
祖
父
に
、
こ
の
た
び
の
こ
と
に
よ
っ
て
も
う
一
歩
近

付
く
こ
と
が
で
き
る
、
と
彼
は
考
え
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
生
前
の
祖
父

は
、
彼
の
学
問
の
家
系
の
絶
え
る
こ
と
を
な
に
よ
り
も
恐
れ
、
一
男
の
澄
明
に

先
立
た
れ
た
後
は
、
い
ま
だ
幼
い
孫
の
通
直
に
そ
の
望
み
を
つ
な
が
ざ
る
を
え

な
か
っ
た
こ
と
、
そ
れ
は
す
で
に
言
及
し
た
通
り
で
あ
る
。
通
直
は
、
幼
く
し

て
そ
の
祖
父
の
生
前
の
期
待
に
応
え
る
べ
く
運
命
付
け
ら
れ
て
い
た
と
言
っ
て

い
い
。
彼
は
そ
れ
に
向
か
っ
て
努
力
し
た
。

 
ま
さ
し
く
、
通
直
の
目
標
は
常
に
祖
父
で
あ
り
、
彼
の
誇
り
は
常
に
祖
父
で

あ
っ
た
は
ず
な
の
で
あ
る
。
そ
の
祖
父
へ
の
思
い
を
、
こ
の
た
び
の
呪
願
文
を

作
成
す
る
に
あ
た
っ
て
新
た
に
し
た
に
違
い
な
い
い
当
然
が
つ
て
祖
父
が
作

成
し
た
と
こ
ろ
の
呪
願
文
を
読
み
か
え
し
、
そ
れ
に
負
け
な
い
ほ
ど
の
立
派
な

作
品
を
書
く
こ
と
を
念
願
し
た
こ
と
だ
ろ
う
と
思
う
。

、
二
日
後
の
二
十
七
日
に
、
．
通
直
は
呪
願
文
を
作
成
し
て
上
奏
す
る
。
そ
れ

は
、
当
時
の
儒
者
・
文
人
の
「
長
老
」
と
し
て
の
彼
が
全
力
を
傾
け
て
書
き
あ

げ
た
も
の
で
あ
っ
た
は
ず
な
の
で
あ
る
。
と
こ
ろ
が
、
そ
れ
を
目
に
し
た
摂
政
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の
頼
通
か
ら
さ
っ
そ
く
ク
レ
ー
ム
が
一
つ
付
い
た
と
い
う
く
『
小
右
記
』
同
日

条
〉
。
文
中
に
あ
っ
た
、
 
「
竜
図
撫
運
セ
シ
ヨ
リ
、
已
二
明
年
二
二
ベ
リ
（
竜

、
図
撫
運
、
己
及
月
明
年
一
。
）
。
」
と
い
う
八
文
字
の
う
ち
、
下
の
「
已
及
二
明
年
こ

、
と
い
う
四
文
字
が
不
都
合
で
は
な
い
か
と
い
う
指
摘
で
あ
っ
た
。
通
直
の
作
成

し
た
「
竜
図
撫
運
、
已
及
二
明
年
一
。
」
と
い
う
一
文
の
意
味
は
、
恐
ら
く
、
後

 
一
条
天
皇
が
新
し
く
即
位
し
て
、
は
や
一
年
が
経
過
し
た
と
い
う
こ
と
な
の
で

あ
ろ
う
（
「
竜
図
」
は
、
．
神
竜
が
図
を
負
っ
て
黄
河
か
ら
出
た
と
い
う
瑞
祥
で

あ
る
が
、
こ
こ
で
は
隅
天
皇
の
新
し
い
は
か
り
ご
と
の
こ
と
で
、
新
天
皇
の
即

位
の
こ
と
を
指
示
す
る
の
で
あ
ろ
う
。
 
「
撫
運
」
は
、
め
ぐ
り
め
ぐ
る
意
。
即

位
が
ど
り
行
な
わ
れ
た
こ
と
。
 
「
已
及
二
黒
年
一
」
は
、
一
代
一
度
の
大
仁
王
会

が
と
り
行
な
わ
れ
た
寛
仁
元
年
が
後
一
条
天
皇
の
即
位
し
た
長
和
五
年
二
月
七

日
の
翌
年
に
あ
た
る
こ
と
。
）
。

 
摂
政
の
頼
通
（
二
十
六
歳
）
の
そ
の
よ
う
な
ク
レ
ー
ム
に
対
し
て
、
そ
れ
を

伝
え
聞
い
て
意
見
を
求
め
ら
れ
た
実
資
（
六
十
一
歳
。
大
納
言
兼
右
大
将
。
正

二
位
）
が
次
の
よ
う
な
意
見
を
述
べ
て
い
る
。
注
目
し
た
い
。
す
な
わ
ち
、

 
「
天
慶
七
（
骨
力
）
年
ノ
呪
願
ニ
モ
、
 
『
膚
・
籔
明
年
（
籐
ヲ
暦
〈
う
〉
ケ
シ

ヨ
リ
明
年
ト
ナ
リ
ヌ
）
」
ト
ア
リ
、
テ
ヘ
リ
。
事
情
ハ
相
同
ジ
ケ
レ
バ
、
忌
ミ

避
ク
可
カ
ラ
ズ
。
噛
然
リ
ト
錐
モ
改
革
直
サ
シ
メ
テ
奉
ズ
可
キ
ナ
リ
、
ト
。
」

 
〈
同
上
〉
と
い
う
の
が
、
そ
の
意
見
で
あ
る
。
恐
ら
く
、
文
中
に
．
「
七
年
」
と

あ
る
の
は
、
 
「
大
日
本
古
記
録
」
本
の
傍
心
に
あ
る
通
ヶ
に
、
 
「
十
年
」
の
誤

り
で
あ
ろ
う
。
こ
こ
で
は
、
や
は
り
、
天
慶
十
年
（
天
暦
元
年
）
の
一
代
一
度

の
大
仁
王
会
の
際
の
呪
願
文
、
つ
ま
り
、
・
朝
憲
の
手
に
な
る
呪
願
文
の
こ
と
を

実
資
が
言
っ
て
い
る
と
み
な
け
れ
ば
な
る
ま
い
。
と
い
う
の
は
、
同
じ
く
、
文

中
に
「
事
情
相
同
」
と
あ
る
か
ら
で
あ
る
。
こ
の
た
び
の
寛
仁
元
年
の
場
合
に

は
、
す
で
に
述
べ
た
よ
う
に
、
後
一
条
天
皇
の
即
位
日
，
（
長
和
五
年
二
月
七

日
）
か
ら
一
代
一
度
の
大
仁
王
会
の
当
日
（
寛
仁
元
年
十
月
八
日
）
ま
で
、
お

よ
そ
二
十
個
月
が
経
過
し
て
お
り
、
ま
さ
し
く
、
 
「
已
寄
目
明
年
［
と
い
う
こ

と
で
あ
っ
た
わ
け
だ
が
、
・
天
慶
十
年
（
天
暦
元
年
）
の
場
合
に
も
、
・
村
上
天
皇

の
即
位
日
（
天
慶
九
年
四
月
二
十
八
日
）
か
ら
一
代
．
一
度
の
大
仁
面
会
の
当
日

（
天
慶
十
年
〈
天
暦
元
年
〉
四
月
二
十
五
日
置
ま
で
、
お
よ
そ
十
二
個
月
が
経

過
し
て
お
り
、
こ
れ
も
ま
さ
し
く
、
「
麿
レ
籐
明
年
」
と
い
う
こ
と
で
あ
っ
た
の

で
あ
る
。
実
資
が
言
っ
て
い
る
h
事
情
相
同
」
と
は
、
そ
の
よ
う
な
両
者
の
共

通
点
を
指
摘
し
た
言
葉
で
あ
ろ
う
か
ら
、
や
は
り
、
天
慶
十
年
（
天
暦
元
年
）

の
こ
と
と
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
よ
う
に
思
う
。
な
お
、
 
「
膚
レ
鑛
」
と
は
、

符
瑞
を
受
け
て
天
皇
に
即
位
す
る
意
で
あ
る
。

 
天
慶
十
年
（
天
暦
元
年
）
の
朝
綱
の
呪
願
文
中
に
、
「
膚
・
籔
明
年
」
と
あ
る

こ
と
を
確
認
し
た
上
で
、
恐
ら
く
、
通
直
は
「
已
及
二
明
年
こ
と
い
う
言
葉
を

使
っ
た
に
違
い
な
い
。
そ
れ
な
の
に
、
摂
政
の
頼
通
の
ク
レ
ー
ム
が
つ
い
た
わ
け

で
あ
る
。
こ
の
ク
レ
ー
ム
は
、
通
直
に
と
っ
て
は
思
い
が
け
な
い
も
の
で
あ
っ

た
ろ
う
。
そ
れ
は
、
実
資
の
意
見
に
、
 
「
不
レ
漁
民
忌
避
一
鰍
。
」
．
と
も
あ
る
よ
■

う
に
、
決
し
て
客
観
的
に
薦
め
ら
れ
る
べ
き
筋
の
も
の
で
は
な
か
っ
た
か
ら
で
．

あ
る
。
し
か
し
、
，
「
錐
・
然
令
二
改
直
一
可
・
奉
也
。
」
と
の
実
資
の
意
見
に
、
彼

は
従
わ
ざ
る
を
え
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
 
『
小
右
記
」
 
〈
同
日
条
V
に
は
、

「
面
高
二
通
直
朝
臣
来
タ
レ
バ
、
呪
願
ヲ
給
シ
、
 
『
竜
平
貝
運
、
膚
レ
籐
明
年

〈
天
慶
ノ
如
シ
〉
。
」
二
宮
昨
年
サ
シ
ム
。
」
と
あ
り
、
そ
，
の
日
の
夕
方
に
実

資
邸
を
訪
れ
た
通
直
は
、
 
「
已
及
二
明
年
こ
の
部
分
を
「
暦
・
篠
明
年
」
に
書

き
改
め
た
と
い
う
。
多
分
に
実
資
の
意
見
に
従
っ
た
結
果
で
あ
ろ
う
が
、
祖
父

の
朝
鳶
が
か
つ
て
使
っ
た
言
葉
を
そ
の
ま
ま
使
っ
た
と
い
う
の
で
あ
る
。
通
直
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は
、
ど
の
よ
う
な
気
持
で
そ
の
変
更
を
承
知
し
た
の
で
あ
ろ
う
か
、
あ
る
い

は
、
そ
れ
は
、
理
不
尽
な
頼
通
の
ク
レ
ー
ム
に
対
す
る
彼
や
実
理
の
精
一
杯
の

抵
抗
な
の
で
あ
っ
た
か
も
し
れ
な
い
。
な
ぜ
な
ら
、
少
な
く
と
も
、
こ
れ
に
よ

っ
て
、
確
証
を
も
っ
て
「
明
年
」
の
二
字
だ
け
は
残
す
こ
と
が
で
き
た
か
ら
で

あ
る
沿

 
そ
の
通
直
の
呪
願
文
に
対
し
て
、
さ
ら
に
も
う
一
つ
別
の
ク
レ
ー
ム
も
入
っ

た
ら
し
い
。
道
長
の
そ
れ
で
あ
る
。
翌
二
十
九
日
の
早
朝
に
、
道
長
の
も
と
か

ら
戻
っ
て
き
た
呪
願
文
（
昨
夜
の
う
ち
に
実
資
の
と
こ
ろ
が
ら
道
長
の
も
と
に

送
ら
れ
て
い
た
。
）
を
実
資
が
開
い
て
み
る
と
、
一
部
が
改
め
ら
れ
て
い
た
と

い
う
。
 
『
小
右
記
」
 
〈
同
日
条
〉
に
は
、
 
「
早
旦
二
墨
差
朝
臣
来
タ
リ
テ
、
呪

願
ヲ
返
ス
。
改
メ
ラ
ル
ル
ノ
所
有
リ
。
件
ノ
文
面
天
慶
ノ
呪
願
ノ
如
ケ
レ
バ
．

〈
其
ノ
文
ハ
、
『
秋
雲
ノ
起
ク
ル
毎
二
（
毎
二
秋
雲
起
一
）
」
ト
ア
リ
。
〉
、
難
無

キ
ニ
、
大
殿
（
道
長
）
挙
証
ゼ
ラ
レ
給
フ
ナ
リ
。
只
ダ
彼
ノ
命
二
従
フ
ノ
ミ
。

通
直
ヲ
召
シ
ニ
遣
レ
バ
、
即
チ
来
タ
ル
。
前
二
於
イ
テ
改
メ
直
ス
。
」
と
い

う
。
そ
の
道
長
の
ク
レ
ー
ム
も
、
実
資
の
意
見
に
よ
る
と
、
三
綱
の
呪
願
に
も

同
じ
よ
う
な
表
現
が
あ
っ
て
、
今
度
だ
け
と
り
た
て
て
問
題
に
す
る
よ
う
な
も

の
で
は
な
か
っ
た
ら
し
い
（
道
長
ぽ
、
文
申
の
「
毎
二
秋
雲
起
こ
と
あ
る
部
分

に
ク
レ
ー
ム
を
つ
け
た
ら
し
い
。
）
。
し
か
も
、
今
度
も
、
権
力
者
の
道
長
の

ク
レ
ー
ム
と
い
う
こ
と
で
従
わ
ぎ
る
を
え
な
か
っ
た
。
実
資
は
、
さ
っ
そ
く
通

直
を
呼
び
よ
せ
、
そ
の
部
分
を
道
長
の
指
示
の
ま
ま
に
再
び
改
め
さ
せ
た
と
い

ワ
つ
。

幽
以
上
の
よ
う
に
、
さ
き
の
「
寛
仁
」
改
元
問
題
が
決
着
を
み
た
そ
の
す
ぐ
後

の
（
お
よ
そ
四
個
月
後
の
）
、
一
代
一
度
の
大
仁
三
会
の
た
め
の
呪
願
文
作
成

に
関
し
て
も
、
通
直
と
道
長
や
頼
通
と
の
間
に
多
少
の
臨
翻
が
存
在
し
た
こ
と

「
本
朝
麗
藻
』
全
注
釈
㈲

が
確
認
で
き
る
の
で
あ
る
。
こ
こ
で
も
、
恐
ら
く
、
 
「
寛
仁
」
改
元
問
題
で
見
．

た
よ
う
な
通
直
の
儒
者
・
文
人
と
し
て
の
見
識
の
高
さ
が
か
え
っ
て
そ
の
災
い

を
招
い
た
と
い
ヶ
こ
と
に
な
る
の
で
あ
ろ
う
。
そ
れ
に
し
て
も
、
実
資
の
言
に

よ
れ
ば
、
頼
通
の
ク
レ
ー
ム
に
し
ろ
道
長
の
ク
レ
ー
ム
に
し
ろ
、
そ
れ
ら
は
決

し
て
客
観
的
な
も
の
で
は
な
か
っ
た
と
い
う
。
多
分
に
権
力
者
の
威
光
に
よ
る

ご
り
押
し
の
側
面
が
見
ら
れ
た
と
い
う
。
あ
る
い
は
、
こ
と
が
「
寛
仁
」
改
元

問
題
の
直
後
の
こ
と
で
も
あ
り
ハ
そ
の
後
遺
症
が
尾
を
引
い
て
い
た
せ
い
と
も

考
え
ら
れ
な
い
こ
と
は
な
い
。
道
長
寿
に
、
そ
の
「
b
こ
り
」
が
残
っ
て
い
た

の
で
あ
ろ
う
か
。
そ
れ
は
と
も
か
く
、
当
時
の
通
直
と
道
長
と
の
関
係
を
考
え

る
上
で
、
 
「
寛
仁
」
改
元
問
題
と
そ
の
直
後
の
呪
願
文
作
成
の
一
件
と
は
十
分

に
注
目
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
だ
ろ
う
。
当
時
の
通
直
は
、
確
か
に
道
長
と
の

結
び
付
き
を
強
め
て
い
た
が
、
彼
は
決
し
て
単
な
る
追
従
者
で
は
な
く
、
一
方

で
、
独
自
の
見
識
の
高
さ
を
保
持
し
続
け
て
い
た
の
で
あ
る
。

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
〈
一
九
八
七
・
八
、
未
完
〉
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